北海道障 (ほっかいどうしょう)がい者 (しゃ)条例 (じょうれい)地域 (ちいき)づくりガイドライン (がいどらいん)たたき台 (だい)資 (し)　料 (りょう)　６

Ⅰ　相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　地域 (ちいき)の中 (なか)に、障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)のニーズをしっかりと受 (う)け止 (と)める仕組 (しく)みがある。
	１　地域 (ちいき)の中 (なか)に、障 (しょう)がいのある方 (かた)等 (とう)のニーズ (にいず)をしっかりと受 (う)け止 (と)める仕組 (しく)みがある。
	

	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)４
↓
機能 (きのう)８
































	①　「ニーズ (にーず)」に共感 (きょうかん)する相談 (そうだん)支援 (しえん)を行 (おこな)うため、訪問 (ほうもん)などにより、普段 (ふだん)見 (み)えにくい相談者 (そうだんしゃ)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)を「見 (み)る」という取組 (とりくみ)を行 (おこな)っている。
	



	




	
	
	
	②　障 (しょう)がいのある人 (ひと)や障 (しょう)がいのある子 (こ)どもが、どこに住 (す)んでいても、自 (みずか)らの決定 (けってい)に基 (もと)づき、身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)又 (また)は社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)を営 (いとな)むことのできる仕組 (しく)みがある。
	意思 (いし)決定 (けってい)支援 (しえん)ガイドライン (がいどらいん)及 (およ)び、第 (だい)５期 (き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基 (もと)づき追記 (ついき)

	
	
	②　困 (こま)ったり悩 (なや)んだりすることがありながら、相談 (そうだん)することができない障 (しょう)がい者 (しゃ)のあるニーズ (にーず)を潜在化 (せんざいか)させないため、地域 (ちいき)において、しっかりと相談 (そうだん)を受 (う)け止 (と)める多様 (たよう)な窓口 (まどぐち)を確保 (かくほ)するとともに、必要 (ひつよう)に応 (おう)じ、これらの窓口 (まどぐち)が連携 (れんけい)する取組 (とりくみ)を行 (おこな)っている。
	③　困 (こま)ったり悩 (なや)んだりすることがありながら、することができない障 (しょう)がいのある方 (ほう)等 (とう)のニーズ (にーず)を潜在化 (せんざいか)させないため、地域 (ちいき)において、しっかりと相談 (そうだん)を受 (う)け止 (と)める多様 (たよう)な窓口 (まどぐち)を確保 (かくほ)するとともに、必要 (ひつよう)に応 (おう)じ、これらの窓口 (まどぐち)が連携 (れんけい)する取組 (とりくみ)を行 (おこな)っている。
	・文言 (もんごん)整理 (せいり)
・番号 (ばんごう)ずらし






	
	
	③　様々 (さまざま)な立場 (たちば)の人々 (ひとびと)が自由 (じゆう)に参加 (さんか)し、障 (しょう)がい者 (しゃ)が暮 (く)らしやすい地域 (ちいき)づくりについて議論 (ぎろん)するなど、ニーズが集 (あつ)まる機能 (きのう)を持 (も)った「場 (ば)」が地域 (ちいき)の中 (なか)にある。　
	④
	・番号 (ばんごう)ずらし


	
	
	④　地域 (ちいき)におけるニーズ (にーず)をしっかりと受 (う)け止 (と)める仕組 (しく)みづくりに市町村 (しちょうそん)が主体的 (しゅたいてき)に関 (かん)与 (よ)している。
	⑤


	・番号 (ばんごう)ずらし



	
	
	
	⑥　自己 (じこ)決定 (けってい)に困難 (こんなん)を抱 (かか)える障 (しょう)がいのある人 (ひと)や障 (しょう)がいのある子ども (こ)が、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)や社会 (しゃかい)生活 (せいかつ)に関して (かん)自ら (みずか)の意思 (いし)が反映 (はんえい)された生活 (せいかつ)を送る (おく)ことが可能 (かのう)となるように、本人 (ほんにん)の意思 (いし)の確認 (かくにん)や、意思 (いし)及び (およ)選好 (せんこう)の推定 (すいてい)、最後 (さいご)の手段 (しゅだん)としての最善 (さいぜん)の利益 (りえき)の検討 (けんとう)のための仕組 (しく)みがある。
	　（障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (さーびす)の利用 (りよう)等 (とう)にあたっての意思 (いし)決定 (けってい)支援 (しえん)ガイドライン (がいどらいん)について（平成 (へいせい)29年 (ねん)３月 (がつ)厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)社会 (しゃかい)・援護局 (ごきょく)障害 (しょうがい)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)部長 (ぶちょう)通知 (つうち)））




	
	
	
	⑦　判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない障 (しょう)がいのある人 (ひと)や障 (しょう)がいのある子ども (こ)が、不利益 (ふりえき)を被る (こうむ)ことがないよう、家庭 (かてい)裁判所 (さいばんしょ)や関係 (かんけい)機関 (きかん)とも連携 (れんけい)し、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)の取り組み (と　く　)を推進 (すいしん)している。
	「第５期 (だい　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及び (およ)「成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)計画 (けいかく)」に基づき (もと　　　)追記 (ついき)




	
	
	
	⑧　高齢化 (こうれいか)や重度化 (じゅうどか)など、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を支える (ささ　　　)ため、地域 (ちいき)においてどのような体制 (たいせい)を構築 (こうちく)するかなどの、目指す (めざ　)べき整備 (せいび)方針 (ほうしん)の検討 (けんとう)や、整備後 (せいびご)においても、体制 (たいせい)や機能 (きのう)が地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に適して (てき　　　　)いるか、地域 (ちいき)の課題 (かだい)に対応 (たいおう)できているか、中長期的 (ちゅうちょうきてき)に必要 (ひつよう)な機能 (きのう)を見直し (みなお　)検証 (けんしょう)していく仕組 (しく)みがある。
	第５期 (だい　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)について追記 (ついき)。


	めざす姿 (すがた)

	２　障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)にとって気軽 (きがる)に利用 (りよう)でき、安心感 (あんしんかん)が持てる (も　　)相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の機能 (きのう)が確保 (かくほ)されている。
	
	

	










	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)５
↓
機能 (きのう)６

	1 　相談 (そうだん)支援 (しえん)事業所 (じぎょうしょ)は相談者 (そうだんしゃ)と出会う (であう)場 (ば)であり、気軽 (きがる)に、気持ち (きもち)よく利用 (りよう)できる仕組 (しく)みづくりを行 (おこな)っている。
	
	

	
	
	②　24時間 (じかん)、365日 (にち)、いつでも相談 (そうだん)を受 (う)け付 (つ)けることができる機能 (きのう)を確保 (かくほ)している。
	
	


	
	
	

	③　地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)の運営 (うんえい)にあたっては、必要 (ひつよう)に応 (おう)じ、関係 (かんけい)機関 (きかん)に対 (たい)していつでも速 (すみ)やかに連絡 (れんらく)がとれるような体制 (たいせい)を整備 (せいび)している。
	「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)等 (とう)の整備 (せいび)促進 (そくしん)について（平成 (へいせい)29年 (ねん)7月 (がつ)7日 (か)障発 (しょうはつ)第 (だい)0707第 (だい)1号 (ごう)通知 (つうち)）」
に基 (もと)づき追記 (ついき)

	
	
	③　どんなことでも相談 (そうだん)ができ、また、その窓口 (まどぐち)に相談 (そうだん)すれば必要 (ひつよう)な支援 (しえん)にまでつながるワンストップの相談 (そうだん)機能 (きのう)を確保 (かくほ)している。
	④　どんなことでも相談 (そうだん)ができ、また、その窓口 (まどぐち)に相談 (そうだん)すれば必要 (ひつよう)な支援 (しえん)にまでつながるワンストップで中立 (ちゅうりつ)・公平 (こうへい)な相談 (そうだん)機能 (きのう)を確保 (かくほ)している。
	第５期 (だい　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　)追記 (ついき)
番号 (ばんごう)ずらし


	
	
	④　相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)の専門性 (せんもんせい)や相談 (そうだん)技術 (ぎじゅつ)の向上 (こうじょう)を図る (はか　　)ため研修会 (けんしゅうかい)等 (とう)への派遣 (はけん)を積極的 (せっきょくてき)に行う (おこなう)とともに、相談 (そうだん)従事者 (じゅうじしゃ)の異動 (いどう)などにより相談 (そうだん)支援 (しえん)や地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の機能 (きのう)が低下 (ていか)しないよう、市町村 (しちょうそん)として必要 (ひつよう)な体制 (たいせい)の確保 (かくほ)に努めて (つとめて)いる。
	⑤　相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)の専門性 (せんもんせい)や相談 (そうだん)技術 (ぎじゅつ)の向上 (こうじょう)を図る (はかる)ため研修会 (けんしゅうかい)等 (など)への派遣 (はけん)を積極的 (せっきょくてき)に行う (おこなう)とともに、相談 (そうだん)従事者 (じゅうじしゃ)の異動 (いどう)などにより相談 (そうだん)支援 (しえん)や地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (など)の機能 (きのう)が低下 (ていか)しないよう、市町村 (しちょうそん)として必要 (ひつよう)な体制 (たいせい)の確保 (かくほ)に努めて (つとめて)いる。
	番号 (ばんごう)ずらし
文言 (もんごん)整理 (せいり)


	
	
	⑤　相談者 (そうだんしゃ)を保護 (ほご)するための必要 (ひつよう)な配慮 (はいりょ)や取組み (とりくみ)を行って (おこなって)いる。
	⑥　

	番号 (ばんごう)ずらし


	めざす姿 (すがた)
	３　障 (しょう)がい者 (しゃ)等 (とう)の生活 (せいかつ)を支える (ささ　　　　　)支援 (しえん)につながる個別 (こべつ)支援 (しえん)が実施 (じっし)されている。
	３　障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)の生活 (せいかつ)を支える (ささ　　　　)支援 (しえん)につながる個別 (こべつ)支援 (しえん)が実施 (じっし)されている。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)	

	













	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)３
↓
機能 (きのう)３





	①　相談者 (そうだんしゃ)の望んで (のぞ　　　　)いる生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)するため、チームアプローチの考え方 (かんがえかた)による個別 (こべつ)支援 (しえん)（ケアマネジメント）を行って (おこな　　　　)いる。

	①　相談者 (そうだんしゃ)の望んで (のぞ　　　　　)いる生活 (せいかつ)を実現 (じつげん)するため、意思 (いし)決定 (けってい)の支援 (しえん)に配慮 (はいりょ)し、チームアプローチの考え方 (かんが　　　かた)による個別 (こべつ)支援 (しえん)（ケアマネジメント）を行 (おこな)っている。
	意思 (いし)決定 (けってい)支援 (しえん)ガイドラインに基 (もと)づき、追記 (ついき)

	
	
	②　相談者 (そうだんしゃ)の支援 (しえん)に責任 (せきにん)のある事業所 (じぎょうしょ)の担当者 (たんとうしゃ)が集まり (あつ　　　　)、ニーズに添った (そ　　)支援 (しえん)のあり方 (かた)などについて協議 (きょうぎ)することを目的 (もくてき)に個別 (こべつ)支援 (しえん)会議 (かいぎ)を開催 (かいさい)している。
	
	

	
	
	③　ライフステージを通じて (つう　　　　)継続的 (けいぞくてき)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行う (おこな　　)ため、支援 (しえん)に関わる (かか　　　　)関係 (かんけい)機関 (きかん)があらかじめ連携 (れんけい)し、支援 (しえん)の方針 (ほうしん)や役割 (やくわり)分担 (ぶんたん)について本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)と協議 (きょうぎ)するなどの取組み (とりく　　)を行って (おこな　　　)いる。
	





	


























Ⅱ　ネットワーク (ねっとわーく)の構築 (こうちく)（地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の設置 (せっち)・運営 (うんえい)）
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (など)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　個別 (こべつ)支援 (しえん)から明らか (あき　　　　)となった地域 (ちいき)課題 (かだい)について検討 (けんとう)し、解決 (かいけつ)に向けた (む　　)取組み (とりく　　)が行われて (おこな　　　　　　)いる。
	
	

	

































	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)４
↓
機能 (きのう)７




























	①　現状 (げんじょう)の社会 (しゃかい)資源 (しげん)では対応 (たいおう)が困難 (こんなん)な支援 (しえん)に関する (かん　　　　)情報 (じょうほう)を集積 (しゅうせき)し、地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)を構成 (こうせい)する全て (すべ　　)の機関 (きかん)が地域 (ちいき)課題を共有 (きょうゆう)する取組 (とりく)みを行って (おこな　　　　)いる。
	1 　現状 (げんじょう)の社会 (しゃかい)資源 (しげん)では対応 (たいおう)が困難 (こんなん)な支援 (しえん)に関する (かん　　　　)情報 (じょうほう)を集積 (しゅうせき)し、地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (など)を構成 (こうせい)する全て (すべ　　)の機関 (きかん)が地域 (ちいき)課題 (かだい)を共有 (きょうゆう)する取組み (とりく　　)を行って (おこな　　　　)いる。
	文言 (もんごん)修正 (しゅうせい)

	
	
	②　共有化 (きょうゆうか)された様々 (さまざま)な地域 (ちいき)課題 (かだい)のうち、どれを優先 (ゆうせん)して対応 (たいおう)するのか市町村 (しちょうそん)としての方針 (ほうしん)を地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)において協議 (きょうぎ)し決定 (けってい)している。

	②　共有化 (きょうゆうか)された様々 (さまざま)な地域 (ちいき)課題 (かだい)のうち、どれを優先 (ゆうせん)して対応 (たいおう)するのか市町村 (しちょうそん)としての方針 (ほうしん)を地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (など)において協議 (きょうぎ)し決定 (けってい)している。

	

	
	
	③　優先的 (ゆうせんてき)に対応 (たいおう)するとされた地域 (ちいき)課題 (かだい)について、地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)を構成 (こうせい)する機関 (きかん)などが、それぞれの組織 (そしき)を超えて (こ　　)協議 (きょうぎ)し、地域 (ちいき)資源 (しげん)（インフォーマルを含む）の新た (あら　　)な活用 (かつよう)方法 (ほうほう)や開発 (かいはつ)など、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向けた (む　　)取組み (とりく　　)を行う (おこな　　)体制 (たいせい)が確立 (かくりつ)している。　

	③　優先的 (ゆうせんてき)に対応 (たいおう)するとされた地域 (ちいき)課題 (かだい)について、地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (など)を構成 (こうせい)する機関 (きかん)などが、それぞれの組織 (そしき)を超えて (こ　　)協議 (きょうぎ)し、地域 (ちいき)資源 (しげん)（インフォーマルを含む (ふく　　)）の新た (あら　　)な活用 (かつよう)方法 (ほうほう)や開発 (かいはつ)など、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向けた (む　　)取組み (とりく　　)を行う (おこな　　　)体制 (たいせい)が確立 (かくりつ)している。　
	文言 (もんごん)修正 (しゅうせい)

	
	
	④　市町村 (しちょうそん)は地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の活動 (かつどう)に積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)し、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)や地域 (ちいき)課題 (かだい)の把握 (はあく)に努める (つと　　　　)とともに、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向け (む　)主体的 (しゅたいてき)に取組ん (とりく　　)でいる。
	④　市町村 (しちょうそん)は地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の活動 (かつどう)に積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)し、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)や地域 (ちいき)課題 (かだい)の把握 (はあく)に努める (つと　　　　)とともに、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向け (む　)主体的 (しゅたいてき)に取組ん (とりく　　)でいる。

	・文言 (もんごん)修正 (しゅうせい)

	
	
	



	⑤　障 (しょう)がいの重度化 (じゅうどか)や高齢化 (こうれいか)などにおいても、地域 (ちいき)で暮らして (く　　　)いけるように体験 (たいけん)の場 (ば)の提供 (ていきょう)や住まい (す　　)の場 (ば)の提供 (ていきょう)体制 (たいせい)や体調 (たいちょう)不良 (ふりょう)時 (じ)などでも一時的 (いちじてき)に受け入れる (うい　)ような体制 (たいせい)の整備 (せいび)、様々 (さまざま)な制度 (せいど)や事業 (じぎょう)の連携 (れんけい)体制 (たいせい)などの整備 (せいび)に向けて (む　　)地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の場 (ば)を活用 (かつよう)しながら、検討 (けんとう)が行われ (おこな　　　　)ている。
	地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)の機能 (きのう)について追記 (ついき)

	
	
	




	⑥重症 (じゅうしょう)心 (しん)身障 (しんしょう)がいや医療的 (いりょうてき)ケアの必要 (ひつよう)な重度 (じゅうど)の障 (しょう)がいのある人 (ひと)への支援 (しえん)の推進 (すいしん)を図る (はか　　)ため、地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の場 (ば)を、活用 (かつよう)し、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)の把握 (はあく)や、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向けた (む　　)協議 (きょうぎ)を行な (おこ　　)っている。
	第５期 (だい　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　　)医療的 (いりょうてき)ケア児 (　　じ)（者 (しゃ)）の協議 (きょうぎ)の場 (ば)について追記 (ついき)




	
	



	
	⑦利用 (りよう)しやすさとの調和 (ちょうわ)を図り (はか　　)、安心 (あんしん)して成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)を利用 (りよう)できる環境 (かんきょう)を整備 (せいび)する。
	成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　　)追記 (ついき)

	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (など)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	２　権利 (けんり)擁護 (ようご)や暮らしづらさ (く　　　　)の解消 (かいしょう)などについて地域 (ちいき)の人々 (ひとびと)が協議 (きょうぎ)し、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向けた (む　　)取組み (とりく　　)が行われて (おこな　　　　　　)いる。
	


	



	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２

	①　権利 (けんり)擁護 (ようご)などに対する (たい　　　　)住民 (じゅうみん)の理解 (りかい)の促進 (そくしん)、虐待 (ぎゃくたい)や差別 (さべつ)等 (とう)をはじめとした暮らしづらさ (く　　　　)の解消 (かいしょう)などについて、地域 (ちいき)の様々 (さまざま)な立場 (たちば)の人々 (ひとびと)が、それぞれの組織 (そしき)を超えて (こ　　)協働 (きょうどう)する場 (ば)（調整 (ちょうせい)委員会 (いいんかい)）があり、必要 (ひつよう)に応じ (おう　　)関係 (かんけい)機関 (きかん)とも連携 (れんけい)しながら、官民 (かんみん)が一体 (いったい)となった取組み (とりく　　)が行われて (おこな　　　　　)いる。
	
	第５期 (だい　　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　　)関係 (かんけい)機関 (きかん)の連携 (れんけい)について追記 (ついき)





	
	
	②　地域 (ちいき)で解決 (かいけつ)が困難 (こんなん)な重大 (じゅうだい)な事案 (じあん)や広域 (こういき)で調整 (ちょうせい)が必要 (ひつよう)な課題 (かだい)については、地域 (ちいき)相談員 (そうだんいん)と協働 (きょうどう)し、また、地域づくり (ちいき　　　　　)委員会 (いいんかい)とも密接 (みっせつ)に連携 (れんけい)するなど、課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向け (む　)必要 (ひつよう)な対応 (たいおう)が図ら (はか　　)れている。

	
	









Ⅲ　障 (しょう)がい者 (しゃ)や障 (しょう)がい者 (しゃ)の支援 (しえん)に関する (かん　　　)社会 (しゃかい)資源 (しげん)の実態 (じったい)把握 (はあく)
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (など)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及び (およ　　)意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)する障 (しょう)がい者 (しゃ)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)について把握 (はあく)し、その情報 (じょうほう)を有効 (ゆうこう)に活用 (かつよう)している。
	１　地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)する障 (しょう)がいのある方 (かた)等 (とう)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)について把握 (はあく)し、その情報 (じょうほう)を有効 (ゆうこう)に活用 (かつよう)している。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)



	











	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２


	①　個人 (こじん)情報 (じょうほう)やプライバシー保護 (ほご)に充分 (じゅうぶん)な配慮 (はいりょ)を行い (おこな　　　)、個人 (こじん)情報 (じょうほう)の活用 (かつよう)についての理解 (りかい)が得られる (え　　　)よう取組み (とりく　　)ながら、障 (しょう)がい者 (しゃ)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)に関する (かん　　　)情報 (じょうほう)を把握 (はあく)し、災害 (さいがい)時 (じ)等 (とう)の危機 (きき)管理 (かんり)対策 (たいさく)や孤立化 (こりつか)の防止 (ぼうし)などに活用 (かつよう)している。
	①　個人 (こじん)情報 (じょうほう)やプライバシー保護 (ほご)に充分 (じゅうぶん)な配慮 (はいりょ)を行い (おこな　　　)、個人 (こじん)情報 (じょうほう)の活用 (かつよう)についての理解 (りかい)が得られる (え　　　)よう取組み (とりく　　)ながら、障 (しょう)がいのある方 (かた)等 (とう)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)に関する (かん　　　　)情報 (じょうほう)を把握 (はあく)し、災害 (さいがい)時 (じ)等 (とう)の危機 (きき)管理 (かんり)対策 (たいさく)や孤立化 (こりつか)の防止 (ぼうし)などに活用 (かつよう)している。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)





	
	
	②　個人 (こじん)情報 (じょうほう)やプライバシー保護 (ほご)に充分 (じゅうぶん)な配慮 (はいりょ)を行い (おこな　　　)ながら、障 (しょう)がい者 (しゃ)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)に関する (かん　　　)情報 (じょうほう)を把握 (はあく)し、潜在化 (せんざいか)しているニーズの掘り起こし (ほ　お　　)や見守り (みまも　　)など、チームアプローチによる個別 (こべつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)につなげている。
	②　個人 (こじん)情報 (じょうほう)やプライバシー保護 (ほご)に充分 (じゅうぶん)な配慮 (はいりょ)を行い (おこな　　　)ながら、障 (しょう)がいのある方 (かた)等 (とう)の生活 (せいかつ)実態 (じったい)に関する (かん　　　　)情報 (じょうほう)を把握 (はあく)し、潜在化 (せんざいか)しているニーズの掘り起こし (ほ　お　　)や見守り (みまも　　)など、チームアプローチによる個別 (こべつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)につなげている。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)






	めざす姿 (すがた)
	２　インフォーマルサービスを含む (ふく　　)社会 (しゃかい)資源 (しげん)についての把握 (はあく)・評価 (ひょうか)を行い (おこな　　)、関係者 (かんけいしゃ)で共有 (きょうゆう)する取組み (とりく　　)が行われ (おこな　　　　)ている。
	


	



	





































	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)


機能 (きのう)３
↓
機能 (きのう)７



























	①　地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)において、インフォーマルサービスを含めた (ふく　　　　)社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)や情報 (じょうほう)の共有化 (きょうゆうか)を図り (はか　　)、チームアプローチ (　)による個別 (こべつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)につなげている。

	①　地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)において、インフォーマルサービスを含めた (ふく　　　　)社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)や情報 (じょうほう)の共有化 (きょうゆうか)を図り (はか　　)、チームアプローチによる個別 (こべつ)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)につなげている。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)





	
	
	②　社会 (しゃかい)資源 (しげん)の把握 (はあく)にあたっては、事業所 (じぎょうしょ)などの現場 (げんば)に実際 (じっさい)に足 (あし)を運ぶ (はこ　　)など、きめ細やか (こま　　　　)な情報 (じょうほう)の把握 (はあく)と積極的 (せっきょくてき)なネットワークづくりに努 (つと)めている。
	



	




	
	
	③　社会 (しゃかい)資源 (しげん)や地域 (ちいき)のニーズに関する (かん　　　　)情報 (じょうほう)を基 (もと)に、地域 (ちいき)の特徴 (とくちょう)や資源 (しげん)の過不足 (かふそく)などの診断 (しんだん)・評価 (ひょうか)を行い (おこな　　　　)、現在 (げんざい)地域 (ちいき)にある社会 (しゃかい)資源 (しげん)の新た (あら　　　)な活用 (かつよう)等 (など)にも取組ん (とりく　　)でいる。
	



	




	
	
	



	④地域 (ちいき)生活 (せいかつ)支援 (しえん)拠点 (きょてん)に関わる (かかわる)全て (すべて)の機関 (きかん)及び (および)人材 (じんざい)の有機的 (ゆうきてき)な結びつき (むすびつき)を強化 (きょうか)し、他 (た)施策 (せさく)や他 (た)職種 (しょくしゅ)と連携 (れんけい)した整備 (せいび)を促進 (そくしん)している。
	第５期 (だい　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　　)地域 (ちいき)生活 (せいかつ)拠点 (きょてん)について追記 (ついき)。



	
	
	




	⑤　地域 (ちいき)における差別 (さべつ)解消 (かいしょう)に向けた (む　　)取組み (とりく　　)を推進 (すいしん)するため、市町村 (しちょうそん)は職員 (しょくいん)の対応 (たいおう)要領 (ようりょう)を作成 (さくせい)し、必要 (ひつよう)な都度 (つど)見直し (みなお　　)を行う (おこな　　)ほか障 (しょう)がい者 (しゃ)差別 (さべつ)解消 (かいしょう)支援 (しえん)地域協 (ちいききょう)議会 (ぎかい)の設置 (せっち)に努め (つと　　)ている。
	[bookmark: _GoBack]第５期 (だい　　き)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に基づき (もと　　　　)追記 (ついき)




	
	
	
	⑥　障 (しょう)がいのある子ども (こ　　)に対し (たい　　)、地域 (ちいき)の保健 (ほけん)、医療 (いりょう)、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)、保育 (ほいく)、教育 (きょういく)、就労 (しゅうろう)支援 (しえん)等 (など)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)を図り (はか　　)、ライフステージに沿って (そ　　)切れ目 (き　め)のない一貫 (いっかん)した支援 (しえん)を提供 (ていきょう)する体制 (たいせい)を整備 (せいび)している。
	

	
	
	


	⑦　障 (しょう)がいの重度化 (じゅうどか)・重複化 (ちょうふくか)や多様化 (たようか)に対応 (たいおう)するための児童 (じどう)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターと同等 (どうとう)の機能 (きのう)を有する (ゆう　　　　　)市町村 (しちょうそん)子ども (こ　　)発達 (はったつ)支援 (しえん)センターは、専門的 (せんもんてき)機能 (きのう)の強化 (きょうか)を図り (はか　　)、地域 (ちいき)における中核的 (ちゅうかくてき)な施設 (しせつ)としての機能 (きのう)を確保 (かくほ)している。

	













Ⅳ　地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)と関係者 (かんけいしゃ)との連携 (れんけい)した障 (しょう)がい者 (しゃ)の支援 (しえん)体制 (たいせい)の確保 (かくほ)（地域 (ちいき)コミュニティ (こみゅにてぃ)づくりの推進 (すいしん)）　
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　障 (しょう)がい及び (およ　　)障 (しょう)がい者 (しゃ)に対する (たい　　　　)地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の理解 (りかい)を促進 (そくしん)する取組み (とりく　　)が行わ (おこな　　　)れている。
	
	

	























	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)４














	①　高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がい者 (しゃ)、児童 (じどう)などが自由 (じゆう)に交流 (こうりゅう)できる「場 (ば)」を確保 (かくほ)するなど、住民 (じゅうみん)と障 (しょう)がい者 (しゃ)が日常的 (にちじょうてき)に接する (せっ　　　　)機会 (きかい)をつくっている。
	
	

	
	
	②　学校 (がっこう)教育 (きょういく)の場 (ば)、講演会 (こうえんかい)、学習会 (がくしゅうかい)、対話 (たいわ)集会 (しゅうかい)、広報誌 (こうほうし)など、あらゆる機会 (きかい)を活用 (かつよう)して、障 (しょう)がいや障 (しょう)がい者 (しゃ)についての住民 (じゅうみん)理解 (りかい)が促進 (そくしん)されるような機会 (きかい)をつくっている。
	




	





	
	
	














	③障 (しょう)がいのある人 (ひと)にとって、意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)の手段 (しゅだん)が多様 (たよう)にあることや、手話 (しゅわ)が言語 (げんご)であることについての住民 (じゅうみん)理解 (りかい)が促進 (そくしん)されるような機会 (きかい)をつくっている。
　また、情報 (じょうほう)保障 (ほしょう)のために障 (しょう)がいのある人 (ひと)に応じた (おう　　　　　)配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)であることについて住民 (じゅうみん)理解 (りかい)が促進 (そくしん)されるような機会 (きかい)をつくっている。

④障 (しょう)がいのある子ども (こ　　)が、地域 (ちいき)の保育 (ほいく)、教育 (きょういく)等 (とう)の支援 (しえん)を受け (う　　)、障 (しょう)がいの有無 (うむ)にかかわらず、全て (すべ　　)の児童 (じどう)が共 (とも)に成長 (せいちょう)できるよう地域 (ちいき)社会 (しゃかい)への参加 (さんか)や、包容 (ほうよう)を推進 (すいしん)している。

	意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)条例 (じょうれい)及び (およ　　)手話 (しゅわ)言語 (げんご)条例 (じょうれい)制定 (せいてい)のため追記 (ついき)













	めざす姿 (すがた)
	２　身近 (みぢか)な協力者 (きょうりょくしゃ)を増やし (ふ　　)、障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)を見守る (みまも　　)協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)を確保 (かくほ)するとともに、障 (しょう)がい者 (しゃ)が主体的 (しゅたいてき)に地域づくり (ちいき　　　　　)に参画 (さんかく)する取組み (とりく　　)が行わ (おこな　　　)れている。
	
	

	







	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)


機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２

	①　町内会 (ちょうないかい)活動 (かつどう)、老人 (ろうじん)クラブ、文化 (ぶんか)活動 (かつどう)サークル等 (など)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の様々 (さまざま)な自主的 (じしゅてき)な活動 (かつどう)への参加 (さんか)や、障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)による自主的 (じしゅてき)な活動 (かつどう)への参加 (さんか)により、相互 (そうご)の交流 (こうりゅう)が図られ (はか　　　　)、また、こうした場 (ば)などで障 (しょう)がい者 (しゃ)が自ら (みずか　　)進んで (すす　　　　)活躍 (かつやく)できる環境 (かんきょう)を整備 (せいび)するなど、地域 (ちいき)のコミュニティの形成 (けいせい)や活用 (かつよう)に積極的 (せっきょくてき)な支援 (しえん)を行 (おこな)っている。
	
	

	
	
	②　障 (しょう)がい者 (しゃ)の地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)を見守り (みまも　　)支援 (しえん)するため、医療 (いりょう)機関 (きかん)、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス (　　)事業所 (じぎょうしょ)、雇用先 (こようさき)などのほか、コンビニ、新聞 (しんぶん)配達所 (はいたつじょ)等 (など)、民間 (みんかん)企業 (きぎょう)との協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)や警察 (けいさつ)、消防 (しょうぼう)などとの緊急 (きんきゅう)時 (じ)の連携 (れんけい)体制 (たいせい)が構築できている。
	②　障 (しょう)がいのある方 (かた)等 (とう)の地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)を見守り (みまも　　)支援 (しえん)するため、医療 (いりょう)機関 (きかん)、障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)サービス事業所 (じぎょうしょ)、意思 (いし)疎通 (そつう)支援者 (しえんしゃ)、雇用先 (こようさき)などのほか、コンビニ、新聞 (しんぶん)配達所 (はいたつじょ)等 (とう)、民間 (みんかん)企業 (きぎょう)との協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)や警察 (けいさつ)、消防 (しょうぼう)などとの緊急 (きんきゅう)時 (じ)の連携 (れんけい)体制 (たいせい)が構築 (こうちく)できている。

	　障 (しょう)がい者 (しゃ)が地域 (ちいき)で生活 (せいかつ)していく上 (うえ)で、意思 (いし)疎通 (そつう)の際 (さい)にサポートを行う (おこな　　　)意思 (いし)疎通 (そつう)支援者 (しえんしゃ)（手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)、要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)等 (とう)）の役割 (やくわり)は重要 (じゅうよう)であり、道 (どう)の意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)条例 (じょうれい)の施行 (しこう)に併せ (あわせ)、記載 (きさい)を見直 (みなお)す。

	めざす姿 (すがた)
	３　災害 (さいがい)等 (とう)における障 (しょう)がい者 (しゃ)の支援 (しえん)体制 (たいせい)が確保 (かくほ)されている。
	
	

	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２

	①　平常 (へいじょう)時 (じ)から、災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)の把握 (はあく)に努める (つと　　　　)とともに、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)が参加 (さんか)し実施 (じっし)する防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)等 (とう)において、住民 (じゅうみん)の自助力 (じじょりょく)向上 (こうじょう)のための取組 (とりくみ)や災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)への対応 (たいおう)方法 (ほうほう)等 (とう)の周知 (しゅうち)を図 (はか)っている。
	
	


	
	
	②　平常 (へいじょう)時 (じ)から、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)と災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)とのコミュニケーションを図り (はか　　)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)同士 (どうし)の支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)、連絡 (れんらく)・情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)や避 (ひ)難所 (なんじょ)における支援 (しえん)、各種 (かくしゅ)関係者 (かんけいしゃ)・団体 (だんたい)との協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)の確立 (かくりつ)、さらには、災害 (さいがい)時 (じ)要援護者 (ようえんごしゃ)のための福祉 (ふくし)避難所 (ひなんじょ)をして、社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)施設 (しせつ)等 (とう)の指定 (してい)などの取組み (とりく　　)を行って (おこな　　　　)いる。
	
	








Ⅴ　障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)を支援 (しえん)するため、関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)の連携 (れんけい)・協力 (きょうりょく)体制 (たいせい)を確保 (かくほ)している。
	
	

	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)

機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２

	①　市町村 (しちょうそん)、関係 (かんけい)機関 (きかん)、施設 (しせつ)（事業所 (じぎょうしょ)）等 (とう)が合同 (ごうどう)で、地域 (ちいき)における障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)に関して (かんして)協議 (きょうぎ)する場 (ば)・機会 (きかい)を確保 (かくほ)している。
	
	

	
	
	②　就労 (しゅうろう)を希望 (きぼう)する個々 (ここ)の障 (しょう)がい者 (しゃ)に対して (たい　　　　)、地域 (ちいき)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)を共有 (きょうゆう)するとともに、適性 (てきせい)評価 (ひょうか)、職業 (しょくぎょう)体験 (たいけん)、就労 (しゅうろう)、職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)、就業 (しゅうぎょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)などのプロセス毎 (ごと)に役割 (やくわり)分担 (ぶんたん)し、就職 (しゅうしょく)の準備 (じゅんび)段階 (だんかい)から職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)まで支援 (しえん)できる体制 (たいせい)を確保 (かくほ)している。
	
	

	めざす姿 (すがた)
	２　障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)促進 (そくしん)や職場 (しょくば)定着 (ていちゃく)の取組み (とりく　)が行われ (おこな　　　　)ている。
	
	

	




	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２


	①　地域 (ちいき)の公的 (こうてき)機関 (きかん)、民間 (みんかん)企業 (きぎょう)等 (とう)において、障 (しょう)がい者 (しゃ)の職場 (しょくば)実習 (じっしゅう)や職場 (しょくば)体験 (たいけん)を行う (おこな　　　)場 (ば)を確保 (かくほ)している。
	





	

	
	
	②就労後 (しゅうろうご)の個々 (ここ)の障 (しょう)がい者 (しゃ)の悩み (なや　　)などに対して (たい　　　　)相談 (そうだん)できる体制 (たいせい)を確保 (かくほ)している。
	


	

	めざす姿 (すがた)
	３　施設 (しせつ)や障 (しょう)がい者 (しゃ)を雇用 (こよう)する企業 (きぎょう)を支援 (しえん)する取組み (とりく　　)が行われ (おこな　　　　　)ている。
	
	

	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)
機能 (きのう)３
↓
機能 (きのう)３

	①　地域 (ちいき)の公的 (こうてき)機関 (きかん)、民間 (みんかん)企業 (きぎょう)等 (とう)が施設 (しせつ)（事業所 (じぎょうしょ)）の授産 (じゅさん)製品 (せいひん)購入 (こうにゅう)や業務 (ぎょうむ)委託 (いたく)等 (など)に配慮 (はいりょ)している。
	
	

	
	
	②　公共 (こうきょう)施設 (しせつ)や各種 (かくしゅ)イベントを活用 (かつよう)し、授産 (じゅさん)製品 (せいひん)や関係 (かんけい)企業 (きぎょう)の製品 (せいひん)販売 (はんばい)やＰＲのスペースを確保 (かくほ)している。
	
	

	
	
	③　企業 (きぎょう)、施設 (しせつ)（事業所 (じぎょうしょ)）に対して (たい　　　　)、障 (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)に関する (かん　　　)各種 (かくしゅ)施策 (しさく)（福祉 (ふくし)・雇用 (こよう)）などの情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)や、雇用 (こよう)に向けた (む　　)働きかけ (はたら　　　　　　)を行う (おこな　　　)機会 (きかい)を設け (もう　　　)ている。
	
	









Ⅵ　その他 (た)
	
	現行 (げんこう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)
	修正 (しゅうせい)（案 (あん)）及 (およ)び意見 (いけん)等 (とう)の理由 (りゆう)

	めざす姿 (すがた)
	１　地域 (ちいき)自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)の「機能 (きのう)」を確保 (かくほ)し、実効性 (じっこうせい)のあるものとする取組み (とりく　　)が行 (おこな)われている。
	１　地域 (ちいき)の協 (きょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の「機能 (きのう)」を確保 (かくほ)し、実効性 (じっこうせい)のあるものとする取組み (とりく　　)が行わ (おこな　　　)れている。
	文言 (もんごん)整理 (せいり)


	
	めざす姿 (すがた)を実現 (じつげん)するための機能 (きのう)等 (とう)
機能 (きのう)２
↓
機能 (きのう)２





	①　実効性 (じっこうせい)のあるものとするため組織 (そしき)運営 (うんえい)についての検討 (けんとう)が行わ (おこな　　　)れている。
	
	

	
	
	②　地域 (ちいき)の様々 (さまざま)な制約 (せいやく)がある場合 (ばあい)、取組み (とりく　　)の優先 (ゆうせん)順位 (じゅんい)を検討 (けんとう)するなど、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)を踏まえた (ふ　　　)検討 (けんとう)が行われ (おこな　　　　)ている。
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